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論 文 内 容 の 要 旨 
 
序 章 
 日本にはアザラシ科 5 種，ゼニガタアザラシ (Phoca vitulina stejnegeri)，ゴマフアザラシ 
(Phoca largha)，クラカケアザラシ (Phoca fasciata)，ワモンアザラシ(Pusa hispida)，アゴヒ
ゲアザラシ(Erignathus barbatus)，アシカ科 2 種，トド(Eumetopias jubatus)，キタオットセイ
(Callorhinus ursinus)の計 7 種類の鰭脚類が来遊・生息しており，北海道はこれら鰭脚類の分
布の南限にあたる。その中でも，周年日本に生息し，岩礁上で陸上繁殖をする harbor seal 
(Phoca vitulina) の太平洋西部産亜種であるゼニガタアザラシは，北海道太平洋沿岸でのみで
見られる。 
 北海道におけるゼニガタアザラシの個体数は，1940 年頃は 1,500 頭から 4,800 頭近くが生
息していたと推測されているが，商業的なアザラシ猟による乱獲や岩礁爆破などの影響で，
1970 年代には約 400 頭未満までに激減した。この状況を受け，ゼニガタアザラシは環境省
のレッドデータブックの絶滅危惧 IB 類(EN)に指定された。その後，1980 年代頃からアザラ
シの代用品の普及などで，人為的影響が減り，1990 年以降生息数は徐々に回復し，現在で
は北海道本土で約 900 頭以上の上陸個体が観察されている。これらの状況から 2012 年には
絶滅危惧 II 類(VU)に，さらに，2015 年には，準絶滅危惧(NT)にダウンリストされた。北海
道のゼニガタアザラシの上陸場は，えりも地域の襟裳岬と，そこから 150km 離れた厚岸以
東に 10 ヵ所が点在する。遺伝子解析の結果から，襟裳岬個体群と北海道東部 (以下，道東) 































ることを目的とした。調査は，2012 年から 2014 年の 3 年間，北海道白糠郡白糠町から北海
道厚岸郡浜中町を対象とし，広域かつ特定の場所で長期間行われているサケ定置網に着目し
た。 
 その結果，本地域では 7 種全ての鰭脚類の混獲が見られ，主に混獲されていたのは，ゼニ





獲は，5－6 月と 9－10 月の 2 回にわたりピークが見られた。春季では昆布森での混獲が多
数であったが，7－8 月の換毛期に入ると，混獲数が減少し，秋季には浜中での混獲が増加


















 その結果，16 科 28 属 37 種という，多種の餌生物が出現した。重要度の高かった餌生物
















 2010 年 3 月 25 日から 5 月 1 日に，厚岸湾内の箱罠で捕獲したゼニガタアザラシ 2 頭(成獣
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1 頭，亜成獣 1 頭)に衛星発信機を装着した。衛星発信機は MK10-AF (Wildlife Computers，
USA) を使用した。取得された位置情報をより多く分析に使用するため，速度と距離，角度
を考慮したフィルタリング (SDA-filter) を行った。また，2010 年 4 月 18 日から発信機の通
信が途絶えるまでの期間，大黒島で 5 時から 18 時までの 1 時間おきに毎日 14 回の目視観察
を行った。衛星発信機と目視調査の上陸情報から，大黒島における上陸面積を定義し，時間
ごとの上陸割合や潜水行動の解析を行った。 



















 2010 年 3 月から 2016 年 7 月の間に，混獲および箱罠で捕獲したゼニガタアザラシ 9 頭(成
獣雌 2 頭，成獣雄 1 頭，亜成獣 3 頭，当歳 3 頭)に衛星発信機を装着した。衛星発信機は
MK10-AF (Wildlife Computers，USA) と SPOT-5 (Wildlife Computers，USA) を使用した。取
得された位置情報をより多く分析に使用するため，速度と距離，角度を考慮したフィルタリ
ング (SDA-filter) を行った。ゼニガタアザラシの生活史から 1 年を 4 つの季節 (繁殖期前：
















































審 査 報 告 概 要 
 
 ゼニガタアザラシの道東個体群が生息する北海道東部太平洋沿岸は，世界の三大漁場であ
る北西太平洋水域に面しており，北海道内でも特に生産力が高い海域であり，日本で見られ
る全ての種の鰭脚類の存在が確認されている。本論文は，その地域に周年生息するゼニガタ
アザラシに着目し，（１）他の鰭脚類を含む混獲状況，（２）他の鰭脚類や季節的な食性の違
い（３）成長段階や季節的な行動範囲を明らかにすることを目的として遂行された。本研究
の結果から，本海域にはゼニガタアザラシのみではなく，複数の鰭脚類が冬季－春季にかけ
て来遊してくる。そのため，高次捕食者である鰭脚類が季節的に海域内で増加し，餌資源の
競合が存在する可能性もあり，ゼニガタアザラシの保全管理を考える上で，他種との関係性
を考慮する必要がある。このことからも，本研究は海洋生態系保全を考える上でも，今後，
個体数管理などの行政施策をする上でも，有用な知見となる。よって，審査員一同は博士（生
物産業学）の学位を授与する価値があると判断した。 
